
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 3

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 36,840

歳入予算額 91,427 歳出予算額

7,368

8,545
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5 5 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
◆市の最上位計画である「まちづくり総合計画」及び人口減少問題の克服を目指した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進するとともに、行政評価に基づく進行管理をい
ます。
◆まちづくりを効果的に実施するための新規施策の企画立案や調査を行います。
◆施策及び事務事業の継続的な改善に取り組み、より効率的かつ効果的な行政運営を推進します。
◆まちづくり総合計画に掲げられた施策、事務事業を着実に推進していくため、「第３次行財政改革大綱」に基づき、行政改革を積極的に推進します。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
①第2次まちづくり総合計画・後期基本計画の策定
　第2次まちづくり総合計画・前期基本計画が令和元年度で終期を迎えることから、今年度中に次期基本計画となる後期基本計画を策定します。

②次期「周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定
　「周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」が令和元年度で終期を迎えることから、次期総合戦略の策定に着手します。

③次期「周南市行財政改革大綱」の策定
　第3次行財政改革大綱が令和元年度で終期を迎えることから、次期行財政改革大綱を策定します。

④新たな行政改革への取組み
　効率的・効果的な行政運営に資するために、新たな行政改革の手法を研究し、導入を検討します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】

残業時間の抑制に努めます。

（企画担当）
　　「まちづくり総合計画に基づく施策の推進及び進行管理」「まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進及び進行管理」「新規施策の立案」
　「権限移譲などの地方制度の調整」等に関すること。
（行政改革推進室）
　　「第３次行財政改革大綱の進行管理」「行政評価の実施」「第三セクター等の評価・検証」「新たな行政改革の手法の検討」等に関すること。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

2

3

実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

「第２次まちづくり総合計画」、「まち・ひと・しごと創生総合
戦略」の推進

◆第２次まちづくり総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の確実な推進のため、周南市版
マネジメントシステムと連動した、効率的かつ効果的な進行管理体制を構築します。
◆次期計画となる第２次まちづくり総合計画後期基本計画を策定します。
◆第2次まちづくり総合計画後期基本計画に基づく「実施計画」をローリング方式により策定し、
施策を効率的かつ効果的に実施します。
◆次期計画となる「周南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に着手します。

９　行政経営
　２　将来を見据えた行政経営
　　（１）　行財政改革の推進

◆第３次行財政改革大綱に基づき、組織力・職員力のさらなる向上に向けた取組みや、公民連
携を着実に推進し、最少の経費で最大の効果を得られるよう行財政改革を進めることで、必要な
市民サービスを持続的に提供できる行財政基盤の確立を目指します。
◆第２次まちづくり総合計画・後期基本計画を下支えする次期行財政改革大綱を策定します。

９　行政経営
　２　将来を見据えた行政経営
　　（２）　他の自治体や多様な主体との連携

◆徳山大学・徳山高専との「三者連携」や、民間企業等との「包括協定」の活用など、市政全般
への協力体制にある団体との調整を行い、多様な主体と連携したまちづくりを進めます。


